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京都文教大学人間学研究所2012年度公開シンポジウム

開催日：2012年12月１日（土）14：00－16：30
会　場：キャンパスプラザ京都　第一講義室　　

「人類の始まりと日本人の性文化：
浮世絵春画はおもしろい」

講　　師：早川　聞多（国際日本文化研究センター教授）
座　　談：桑村　祐子（高台寺和久傳	女将）
座　　談：佐野真由子（国際日本文化研究センター准教授）
あいさつ：鑪　幹八郎（京都文教大学学長）
座談司会：柏岡　富英（京都文教大学総合社会学部教授）
総合司会：依田　　博（京都文教大学人間学研究所所長）

ども、一つは、携帯電話お持ちの方で電源等、
お切りになっていただくか、マナーモードに切
り替えていただくか、お願い致します。それか
ら、大学の催し物ということで、学内で学生た
ちにも様子を見せたり、場合によっては写真を
大学の広報として使わせていただくことがござ
います。後ろにビデオカメラがございますが、
ビデオを回しておりますので、よろしくお願い
致します。それから、途中で、写真を撮ること
もございます。ご家族の方に内緒で来られてい
る方は顔をちょっとお隠しいただいて、その後
にそれぞれの仕草で対応していただければと思
っております（会場笑い）。それでは、講演の
前に、本学の学長、鑪幹八郎よりご挨拶申し上
げます。

鑪：皆さん、こんにちは。私は京都文教大学で
学長をしております鑪幹八郎と言います。どう
ぞよろしくお願いします。今日は12月1日、い
よいよ師走ですけれども、この忙しい中、しか
も土曜日の午後と、大変皆さんにとってはいろ
いろなご計画があったのではと思いますけれど
も、人間学研究所の主催の講演会シンポジウム
にご参加いただきまして、本当にありがとうご
ざいます。お見受けするところ、年配の方がた
くさんお見えになっているので、大学で主催す

依田：皆様、こんにちは。大変長らくお待たせ
致しました。京都文教大学人間学研究所所長の
依田と申します。本日は錦秋の秋、紅葉の見ご
ろにもかかわらず本大学の公開シンポジウムに
足を運んでいただき、厚く御礼申し上げます。
開会に先立ちまして、お願いがございますけれ
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る普通のシンポジウムとはひょっとして違うか
もしれませんけれども、さすが年配の方は京都
におられると、浮世絵や版画というようなこと
についてはお詳しいのではないかと思います。
たくさんおいでいただきまして、本当にありが
とうございます。
早川先生は国際日本文化研究センターの教授
をされております。世界的に浮世絵の研究者と
して知られている先生でございます。人間学研
究所は京都文教大学の中では心と社会と文化を
つなぐ研究ということで、学内の先生、招聘さ
れた研究者と一緒にいろいろな研究テーマを研
究している施設です。今回は依田所長が、非常
に興味深い形で、こうしたシンポジウムを開か
せていただくということになりました。最後ま
で、楽しんでいただきますように、よろしくお
願い致します。

依田：ありがとうございました。それでは早速、
国際日本文化研究センター教授の早川先生より
講演を賜ります。今日は、後ほど早川先生のお
話の中にも出て来るかもしれませんけれども、
実は大変歴史的な日になります。このように浮
世絵、春画を公開の場で紹介するというのは、
もちろん大学の中の限られた人を対象とした研
究会的なケースはあるそうですが、このように
一般の方たちを対象とした講演会としては本邦
初めてでございます。
思い出しますのは、フランスにオルセー美術
館という有名な美術館があります。そこにギュ
スターヴ・クールベさんという画家の「世界の
起源」という絵がございます。19世紀に描かれ
た絵ですけれども、絵としては非常に衝撃的で
す。女性の生殖器とお腹のみを描いている絵画
です。私が前にいた某女子大学の学生が、「休
みの時にフランスに行くんだ」といわれた時に、
「じゃあ、ぜひともオルセーに行って来なさい。
こういう絵があるから」とアドバイスをしまし
た。反応は両極端です。「イエーイ」と言って、
絵の前で写真を撮ってくる学生と、「けしから
ん」と怒ってくる学生と大体、半々ぐらいです。
恐らく、今後、「イエーイ」という人たちがも
っともっと増えてくるのではないかと思うので

すけれども、その絵がオルセー美術館の所蔵に
なったのが1995年です。これは大変、衝撃的な
事件として、フランスでも話題になりました。
その前から、アメリカのボストンでも公開され
たことはあるのですが、このように多くの人た
ちが楽しむことができるようになったのは比較
的最近です。本日の春画のお話もそういう意味
では画期的な出来事として、皆さんはまさに歴
史的なターニングポイントにお立ちになってい
るというふうに思っていただければ幸いです。
では早速、早川先生、講演をよろしくお願い致
します。

＜第１部：基調講演『浮世絵春画はおもしろい』＞
早川：ただ今、ご紹介いただきました国際日本
文化研究センターの早川聞多と申します。今、
依田所長の方からお話がありましたけれども、
確かに日本の公開の場で、春画のお話をしたり、
スライドを見たりするというのは恐らく、今回
が初めてだろうと思います。私が勤めています
国際日本文化研究センターでも、限定された研
究者だけで春画の研究会やシンポジウムは開い
たことはありますが、一般に公開された会合で
春画を見せながら話をしたことはありません。
講演会ですらこのような状況ですから、公開
の展覧会はまだまだというのが日本の現状です。
それにひきかえ海外、特にヨーロッパでは最近
10数年前から公の美術館・博物館で盛んに日本
の浮世絵春画の展覧会が催されるようになりま
した。
私がたずさわった最初の春画展は、今から10
年前にフィンランドのヘルシンキの市立美術館
で開催された大春画展でした。その時は美術館
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の二階全室を使って、約200点ほど作品を展示
しました（図1）。その後フランスのパリのグラ
ンパレで開かれましたが、その時には私は行け
ませんでした。そして2年前にはスペインのバ
ルセロナのピカソ美術館で「ピカソと春画」と
いう非常に刺戟的な内容の展覧会が開かれまし
た（図2）。その時はピカソが愛蔵していた浮世
絵春画の解説を手伝いましたが、この展覧会は
その年の最優秀美術展に選ばれたと後で聞きま
した。その時は同時にイタリアのミラノでも大
きな春画展が開かれ、立派な図録も出版されて
いました。また1年半前には韓国のソウルの和
庭（ファジョン）美術館で東洋で初めての春画
展が開かれました。和庭美術館は私立の美術館
ですが、その若い女性の館長が春画にたいへん
興味をもっておられ、収集してこられた作品（日
本だけでなく、中国、韓国など）を陳列したも
のでした。
来年（2013年）にはロンドンの大英博物館で、
10月から１月にかけて３カ月間、大春画展が開
かれます。この展覧会は４年前から大英博とロ
ンドン大学と日文研と立命館大学との国際共同
研究プロジェクトで研究・計画してきたものの
成果です。またつい先週メキシコから入ったメ
ールによりますと、日本・メキシコ交流400年
を記念した行事の一環として、来年（2013年）
12月にメキシコの国立現代版画博物館で正式な
春画展を開きたいという希望がきています。
こういう形で、海外ではここ10年、春画とい
うものが公に展示され、それについての講演会
やシンポジウムがよく開かれていますけれども、

日本では恐らく公開の講演会は今日が初めてに
なるのではないかと思います。
実は日文研では、20年前から春画のコレクシ
ョンを始めています。私がどうして春画に興味
を持って、研究してみようかな、また日文研で
コレクションをしてもらうようになったかとい
う経緯を申し上げておきたいと思います。
日文研の初代の所長はご存じの梅原猛先生で
すが、先生は哲学者ですけれども、美術にも大
変ご興味がおありで、日本の美術史の新しい全
集を作ろうということで、学習研究社から『人
間の美術』という美術史全集を出す計画を立て
られました。その狙いは、それまでのものはど
ちらかというと様式史や様式の影響関係を中心
にしたものでしたけれども、美術の表現という
ものは必ず人間のいろいろな情念を元としてい
ると考えれば、情念の表現史として、日本の美
術を捉えてみようというものでした。その最後
の10巻で、梅原先生は是非、北斎、歌麿を中心
にした浮世絵師と、若冲（じゃくちゅう）と蕭
白（しょうはく）といういかにも梅原先生らし
い画家を選んで「奇想の絵画」を論じられました。
その時、編集に携わっている人たちが話合っ
て、「情念の美術ということだから、浮世絵を
中心に扱う場合に、春画は外せないんじゃない
だろうか」ということで、少なくとも歌麿や北
斎の春画のいいものを無修正で出せないだろう
かという話になりました。それで大英博物館か
らお借りしたりして、歌麿や春信や北斎の春画
の写真を入手したのですが、ところがいざ印刷
というギリギリになって、日文研の所長の本で
「これまでみんながタブー視してきている春画

図1　ヘルシンキ市美会場風景 図2　ピカソ美術館シンポジウム風景
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を無修正で載せたら、ひょっとしたら日文研の
将来に悪い影響がでるんじゃないか」というこ
となどを、出版社サイドがいろいろ心配されて、
無修正の春画を掲載することはギリギリでボツ
になりました。
その時に初めて、私は現物を何点か拝見する
ことができましたし、大英博の歌麿や北斎、鳥
居清信の名品の12枚ぞろいの組物のカラー資料
を見ることができました。私は図版解説を担当
していましたので、絵を見るだけでなく、それ
ぞれの場面がどういう状況かということを解説
するために、絵の周り書かれている物語や登場
人物の会話を読みました。それらを読みながら
つくづく感じたことは、それまで自分が想像し
ていたこと、大体、皆さんもそうだろうと思い
ますけれども、春画というのは男女の性描写を
大胆に露骨に、しかも男性器を非常に大きく描
いたもので、現代のポルノグラフィなどと同趣
の江戸版だろうというぐらいのイメージを漠然
といだいていましたが、実物を見ながら、また
それに近い画像資料を見ながらゆっくりと見て
いますと、「ああ、これは落語の世界だ」とい
うぐらい面白かったんです。
美術全集の刊行が終わった後、その時の編集
関係の方々が集まって、「そろそろ日本でも春
画を特別な仲間向けではなく、若い研究者や一
般の人々に向けた本を正式に出版できないもの
か」という話し合いがされました。そのころ日
本では春画というものを正式に研究しようとし
ても、公開の施設では所蔵資料の目録にすら載
せていないし、実物の春画を見るには特別なコ
ネがなければ見ることが出来ないという状況で
した。また実物に近いような画像資料集もなく、
あったとしても小さなモノクロ写真がおもで、
書かれている文字がちゃんと読めるような現物
に近い画像資料はほとんど見ることができない
状況でした。そこで出た案が、まず浮世絵春画
の組物の名品とされるものを選び、各作品に詳
しい解説を付けて、画像をオールカラー、無修
正で掲載し、全図版の詞書・書入れを必ず付す
という企画で出版してみようということになり
ました。その企画は慎重にかつ正式に手続きを
踏んで進められ、その結果、無事成功裡に完了

することができました。
そしてその出版の途中にたびたび濃密な編集
会議が行われ、その話し合いの中から新たな企
画案が自然に出てきたのでした。それは、性交
場面を表現したエロチックなものは世界中の文
化史の中にありますが、日本の浮世絵春画は量
的にも圧倒的に多いですし、また質的にもヨー
ロッパはじめ、世界の多くの有名な文学者や美
術家が強い関心を持っていたものです。また内
容的にも、世界のエロティック・アートの中で
も、特にその対象が主に一般庶民の性風俗や性
感覚であることなど、たいへんユニークである
ということを考えると、十分にいろいろな研究
の対象になると考えられます。ところが、日本
人が研究・鑑賞しようと思ったらその実物を見
ることが非常に困難であるのが現状なのです。
そうしたことを考慮すると、そろそろそうした
状況を大きく変えなければならないだろうとい
う考えで、その時集まった人々の間で意見が一
致したのでした。
そこで出たのが、春画、特に浮世絵春画を公
的な施設で系統的に収集し、広く公開するよう
な組織を設定するべきであるという意見でした。
ただそのとき集まられた人々はほとんどが東京
を中心にした大学や美術館の方々で、そうした
方々の感想として、東京では絶対できないと言
われたんですね。東京の大学でも美術館でも、
春画の収集を大っぴらにやり始めたら、必ずど
こかから足を引っ張られる。そこで京都に新し
くできた日文研で始めてみてはどうかという案
がでました。私はすぐそれに乗りました。
それから二十数年、日文研ではコツコツと春
画を集めてきました。量的には世界一とは言え
ませんけれども、質的には、江戸時代初期の菱
川師宣から中期の奥村政信、黄金期の鈴木春信
･磯田湖龍斎・鳥居清長・勝川春章・歌麿・北斎、
後期の歌川豊国・国貞から国芳まで満遍なく揃
い、今では作品点数360点、画像数13,000カット
をこえる世界最高のコレクションを集めること
ができました。と同時に日文研では作品を購入
すると、半年以内にデータベースにしてWeb
で世界に発信し、日本だけでなく世界の多くの
方に見ていただけるようにしております。実は
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春画のデータベースをWeb で公開しているの
は、今では日文研だけでなく、立命館大学のア
ートリサーチセンターからも寄贈された林美一
先生のコレクションを中心にして、世界の春画
をデータベース化して順次公開されており、こ
うしたこともここ十数年のことです。

さてそろそろこのあたりで浮世絵春画の面白
さ、特色について、具体的にお話ししたいと思
います。エロティックなアートというものは、
日本だけでなく、古くから中国、インド、中南米、
ヨーロッパなどで、広く作られて来ましたし、
それらと比較して見るだけでなく、数多く流布
している現代のポルノグラフィックな画像など
と漠然とでも比較して見ますと、浮世絵春画に
は明らかにはっきりとした相違、または特色が
見てとれます。
まず第１の特色は、つい最近まで春画または
春本のことを秘画、秘本と呼んで「秘」という
文字をしばしば使ってよんでいましたけれども、
江戸時代には、こういうものをどう呼んでいた
かというと、「笑絵（わらいえ）」「笑本（わら
いぼん）」と呼ぶのが普通だったようです。こ
れに関しては、お配りしている資料の１番目を
読んでいただきたく思います。
これは「仮名手本忠臣蔵」の浄瑠璃本の一節
なんですけれども、その十段目、「天川屋義平
は男でござる」という台詞で有名な段だったと
思いますけれども、この中に春画の入った春本
のことが出てきています。大坂の商人義平が討
ち入りの武器を隠した長持を運びだそうという
ときに、役人がおさえに来るところです。その
場面で役人が「長持を開けんとする」とき、義
平は「飛び掛かって、下部を蹴退け、蓋の上に
どっかと座り」、捕手たちに言うセリフがこれ
です。
「やあ、粗忽干万（そこつせんばん	）この長
持の中に入れ置いたは、さるお大名の奥方より、
おあつらえのお手道具、お具足櫃（ぐそくびつ）
の笑い本、笑い道具の註文まで、その名を記し
置きたれば、あけさしては歴々のお家のお名が
出ること、御覧あってはいずれのもの、御身の
上にもかかりましょうぞ」とありますが、笑い

本とは春本のことです。また笑い道具というの
は女性用の性具のことです。どこどこの大名の
奥方、誰々のご注文と書いてあるので、それが
知れてしまったら、それを見たお前さんたちに
も差し障りがあるだろう。それでも無理に開け
る気かというので、捕手の役人たちは帰って行
くという場面です。「忠臣蔵」の有名な場面の
台詞に「笑本」「笑道具」という言葉が出てきて、
観客がすぐに分かったということは、春画・春
本を「笑い」絵「笑い」本と呼び、高位の婦人
たちも裏で愛好していたことを、一般の人も公
然の秘密として知っていたということでしょう。
こういうものは明治以降、ご存じのように日
本では非常に厳しい検閲を受けてタブー視され
て、学問の世界でも一般の世界でもあんなもの
は見るもけがらわしいという形になっていきま
す。ところが道徳的に厳格で堅苦しいと思われ
ている江戸時代、いろんな文献を見ていますと、
貴賤を問わずと言いますか、上は大名の奥方だ
けではなく、大名自身も、有名な儒学者、国学
者といった学者をはじめ、下は町家の主人や奥
様、庶民は長屋の上さんたちや子供たちまで、
いろんな階層で楽しんでいたということが出て
きます。
江戸時代に春本は「笑本」と記すだけでなく、

「艶本」と記すことも多かったのですが、当時「艶
本」は「えんぽん」と読むのではなく、「えほん」
と読んでいました。それは「絵本」に掛けてい
るとともに、「笑（え）む本」という意味も掛
けられていたのです。
と同時に、私は江戸時代に「性」を一般的に「笑
い」という感覚でとらえていたということにた
いへん興味があります。そしてふと、『古事記』
の一節、天照大神が天の岩戸に隠れてしまう有
名な場面を思い出します。いくら説得しても出
てこない天照を、天宇受賣命（あめのうずめの
みこと）がいわゆる裸踊りと言いますか、胸も
はだけ下もはだけて踊ると、それを見て周りの
神々が大笑いをする。その笑い声を聞いて、天
照が「何だろう」とちょっと岩を開けて見たと
ころを、力持ちが一気に岩を開けて、この世に
光がもどってくるというわけです。ここでは
「性」と「笑い」が非常に強く結び付いています。
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それ以外にも、日本の全国の神社の神事の内
に、神前で性のことを開けっ広げにあっけらか
んと暗示した踊りを踊ったり、男女性器のシン
ボルを祀り、それを周りで見ている信者さんた
ちが大笑いしている。そういうお祭りが現在も
脈々と続いています。要するに、そうしたこと
が神様を喜ばせるという意味合いがあるのでは
ないかと私は思うんです。
日本の文化の底流では、性というものと笑い
が強く結び付いている感じがします。日本の文
化全体の中で性の問題を考えるときに、今風な
考え方ではなくて、表面には出て来なくなって
いるのかもしれませんけれども、日本人の深層
のところで、性と笑いというものが親近感をも
っており、江戸時代に春画と笑いが非常に強く
結び付いたのではないかと思っている次第です。
このことは今でもゆっくり考え直してみる必要
があるだろうと私は思っています。
次に第２の特色ですが、はじめてヘルシンキ
で春画展をやるときに、どういう作品を展示し
てどういう解説をしたらいいかという話をして
いて、ハッと気が付いたのですけれども、それ
はヘルシンキのキュレーターたちが歌麿や国貞
の浮世絵のカラフルでファッショナブルな着物
や持ち物、髪形の女性たちを見て、大体水商売

の、江戸でいうと遊郭の遊女か、お金持ちの遊
び相手と見なして、浮世絵春画の世界というの
はそういう遊びの世界、遊里の世界の遊女とお
客、または好色でお金持ちの遊びの世界のよう
なイメージを持っておられることに気が付きま
した。そうした誤解は外国の人だけでなく、日
本人の女性のコーディネーターも同様でした。
そこでこの誤解は是非解かなければと考える
と同時に、これは浮世絵春画の大きな特色の一
つではないかと思いました。実際ヘルシンキで
展示した春画240枚ほどの春画の登場人物を計
算してみたところ、９割を超える登場人物が普
通の一般の人たちだったのです。特別に有名な
遊女とか藝者ではなくて、それこそ長屋のお上
さんから、少年少女、若い男女、結婚前後の夫婦、
中年の夫婦、老人の夫婦も出てきます。多くは
いわゆる普通の無名の庶民の性風俗を、こうい
うこともあるんじゃないか、ああいうこともあ
るんじゃないかと考えて、様々な状況を描き出
しているのです。
例えば次の図はお正月の少年少女の場面です

（図3）。本図は成人前の少年少女が正月の遊び
として盤すごろくをしていて眠たくなって、二
人ともうつらうつらして同じ夢を見ているとい
う図柄です。二人は恐らく相思相愛なのでしょ

図3　礒田湖龍斎「風流十二季の栄花」より
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う。二人が見ている夢は、新婚旅行か何かで富
士山の麓を二人して旅をしているというもので、
この少年少女の淡い希望みたいなものを表して
います。この夢の場面には富士山と茄子（ナス
ビ）と鷹（タカ）が揃っていて、二人を祝して
いるような雰囲気です。こうした図も春画なん
です。春画は決して常に大胆な性交場面ばかり
ではなくて、何気ない、どこにでもあるような
情愛場面も重要な浮世絵春画の一場面になって
いるのです。
次の図も少年少女の図ですが（図4）、ここで
はちょっとお金持ちの家の娘が琴の練習をして
いるところに、少女に思いを寄せている少年が
琴の音を聞き付けて忍んで来て、後ろから肩を
抱いて口づけしているという場面です。横の黒
い飼い犬が、ご主人様のそういうところを見な
いように横を向いています。なかなか粋な犬で
すけれども、当時から座敷飼いの犬というのは
よく描かれています。こういう図柄も歴とした
春画の一図なのです。
この組物は題名から察せられるとおり、「瀟
湘八景」（しょうしょうはっけい）を見立てた「近
江八景」（おうみはっけい）をベースにして、「八
景」の特色を詠み込んだ狂句が各図に書かれて

いますが、それが登場人物の気持ちを表してい
るという、複雑な構成になっています。本図で
は「落雁」（らくがん）、晩秋に北から飛んでき
た雁の群れが、一列になって浜辺に降りてゆく
様を本図の仕掛け、登場人物の性事の心理に見
立てているのです。
まず琴の弦を支える琴柱（ことじ）が並んで
いる様を、雁が棹になって飛んでいる姿に見立
てています。一方、上の狂句は北から飛んでき
た雁の一群が浜辺に降りてくるのは、琴の音に
引き寄せられて降りてきたのだという意味です
けれども、ここにはこの少年の気持ちが見立て
られているわけです。つまり、自分が憧れてい
る少女の家の窓から琴の音が聞こえてくる。あ
の子が弾いているんだなと思うと、居ても立っ
てもいられなくなって、スウッと忍んで来た、
そんな少年の気持ちをこの狂句は詠んでいるん
です。それは単なる煽情的な妄想などではなく、
なるほどそんな心持ちもあり得るなあ、という
ような年若い少年の恋心をとらえています。こ
うした情愛も春画の立派な対象となっているの
です。
次の図はまったく落語の長屋の笑い話みたい
なものです（図5）。この男は独身で普段はまっ

図4　鈴木春信「風流座敷八景」より
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たくもてないんですね。ところが寝ながら夢の
中で、自分の好きな近所の女の子に言い寄られ
て、興奮してしまっている場面です。その寝言
が周りに書き込まれています。その様子を窓か
ら長屋のお上さんたちが覗き見て、「糸源さん
はいい夢見てるのね」と言って、二人で笑って
います。落語に出てきそうな一場面ですね。こ

の図が明らかに笑いを狙っていると知れるのは、
勃起した一物に黒いネズミがよじ登り、白ネズ
ミに面白いから登ってこいと、男の一物で遊ん
でいるところでしょうか。春画ではもてない独
身男は格好の題材で、しばしば大笑いの対象と
して描かれています。
次は結婚したての若い夫婦の場面です（図6）。

図5　勝川春章「会本腎強喜」より

図6　勝川春潮「好色図会十二候」より
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この夫婦は結婚したてで、亭主があれが好きで
好きでたまらなくて、夜が待てずに昼間から二
階の窓際で奥さんに迫っている場面なのです。
こういう結婚したての元気な若夫婦の場面は春
画にはいくらでもあって、こういう元気で好き
者の若い亭主の気持ちのあれこれを、いろんな
場面を設定して描いています。
実はここ（画面上の空）に飛んでいるホトト
ギスが描かれていますけれども、この辺も何気
なく描かれているのではなくて、ホトトギスの
泣き声は古来女性の善がり声にたとえられてき
たからなのです。
次の図はひと目見てお分かりの通り、浮気が
発覚した場面です（図7）。左の女性は岩田帯を
していますから、こちらが妊娠している奥さん
で、褌を引っ張られているのが亭主。中に書き
込まれている書入れを読みますと、親せきの娘
さんが奥さんが産み月に近付いたので手伝いに
来ていたところ、亭主がつい手を出してしまっ
て、その現場を奥さんに見つかったという設定
です。奥さんは亭主を散々にののしり、亭主は
「これだ、拝む、拝む」と言って謝っています

けれども、こういう浮気がばれるような場面も
人生の中にはあるだろうということです。この
奥さんがののしっている言葉が、本当に落語の
下町のお上さんのセリフを聞いているようで、
露骨にボンボンボンボン言ってます。
次の図は赤ん坊ができた夫婦の夜の場面です

（図8）。この図は江戸前期の図ですが、こうし
た設定は浮世絵春画の初期からたくさんありま
す。子供のできた夫婦が子供と一所に寝るのは
日本では古くからの庶民の風習ですが、お母さ
んが子供に乳をあげて寝かせているのを見なが
ら、待ち切れない亭主が後ろから迫るという設
定です。こういう風習の中の性風俗は、日本で
は何気ないと言えば何気ない、あり得るなとい
えば十分あり得る状況でしょう。
ところが不思議というか面白いことに、来年、
大英博物館で開催される春画展では、実はこの
図は展示できないんです。こういう状況は私た
ちにはあり得ることで別にきわどい事でもなん
でもないと思うんですけれど、イギリスでは大
人の男女の性の世界に子供が出てくるというこ
とは一切駄目なんだそうです。だから、次のよ

図7　鈴木春信「風流艶色真似ゑもん」より
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うな子供がもう少し大きくなった図柄なども当
然展示がだめになります。この図（図9）は夕
御飯の後、夫婦が茶を飲みながら男の子と遊ん
でいます。上の方でお父さんがヤジロベエで男
の子をあやしているんですが、下の方では早く

も夜の戯れを始めているという状況です。当時
は恐らく、夜は今のように電気がコウコウとと
もってなくて、行燈（あんどん）一つでしょう
から、薄暗いのでこんなこともあったのかもし
れませんけれども、幼子のいるまことに和やか

図8　杉村治兵衛「欠題組物」より

図9　菊川秀信「三代枕」より
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な家庭の雰囲気です。こういう状況は現代のポ
ルノグラフィなどにはあり得ないものですが、
浮世絵春画の主流は一般庶民の性風俗ですから、
しばしば幼い子供が出てきたり、何気ない仲の
いい夫婦が出てきたりします。
何気ない仲のよい夫婦の春画といえば、これ
はその典型かも知れません（図10）。この図は
歌麿の代表的な春画組物「歌まくら」の中の一
図ですが、ご覧になればすぐにお分かりのよう
に、お歯黒をしたふっくらとした顔のお上さん
の首には、３段の皴がよってますし、両腕も太
くて中年太りです。亭主の方も髪はほつれて、
くたびれて見えます。つまりこの図柄は慣れた
中年夫婦の営みを描いたものです。そして本図
のポイントは、行為の最中にお上さんが、亭主
が「寒かろう」と気づかって着物を掛けてやっ
ている仕草です。そういう思いやりというか、
ささいなことかもしれませんけれども、非常に
気心の知れた中年夫婦の何気ない心遣いを描い
た春画、はじめこの図を見たときには、「へえ、
こんなものまで春画になるのか」とつくづく思
いました。
最後は老人の性の場面です（図11）。場面は
夏の夜の農家の夕餉の後の一景です。書入れを
見ますと、爺さんが「ばば、口なりと吸わせやれ。

あれあれ、あの音を聞きやれ」と言うのに対し
て、婆さんが「この人としたことが、いやはや」
とあきれつつも、首をひねって口を吸わせてい
ます。爺さんは隣の部屋の蚊帳の中の若夫婦の
睦（むつ）み合う音を耳にして、昔を思い出し
てか、フッと春情をもよおしたのである。こう
した老人の性愛の状況も、決して特別なもので
はないと思われます。
以上具体的に見てきましたように、浮世絵春
画は決して好色な男や女の奔放な性愛や特殊な
趣味の扇情的な性交図が中心なのではなく、ご
く普通の若い人たちから老人に至るまでのどこ
かにありそうな性風俗を対象にして描き留めて
いるのです。そしてこうしたことがかなり詳し
く解るのは、絵柄を見るだけでなく、絵の周り
に記されている書入れ（登場人物の会話）や詞
書（図の状況説明）を合わせて読むからです。
浮世絵春画にはそのほとんどの図に書入れや詞
書が記されているのです。春画というのは男女
の性愛図ですから、正直に言って図柄だけ見て
いると大した違いはないのですが、書入れや詞
書を読めば、様々な男女の様々な状況が想像さ
れ、面白さはまさに二倍、三倍になると思いま
す。そこで浮世絵春画の第３の特色として、書
入れ・詞書を読むことが重要であるということ

図10　歌川歌麿「歌まくら」より
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図11　鈴木春信「風流艶色真似ゑもん」より

図12　鈴木春信「風流艶色真似ゑもん」より
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です。
図柄を見ての想像と、書き入れを読んでの解
釈で大きな違いがある春画といえば、次の図が
一つ典型です（図12）。馬がいて、馬に女性の
客が乗っていて、馬子がいます。イギリスのあ
る研究者は本図の解説を書いて、田舎の野卑な
馬子が、お客の女性を犯している強姦の場面だ
と説明を付けていました。しかし書入れを読め
ば、状況は全く逆なんです。馬の下に書いてあ
る書入れは、「そりや入るわ。山雀（やまがら）
の餌（え）落し取とはこの事だ。舟の来るまで
はまだ間がある」とあります。その左側の書入
れは「もう駄賃（だちん）もなんにも要りませぬ。
熊谷（くまがや）の土手、打越（うちこし）に
乗せましょう」とあります。「山雀の餌落し取」
とは実はこういう体位のことを言ってるんです。
ある種の鳥はクルミや貝殻みたいな餌を、空中
から落として石か何かにぶつけて割って、中の
実を食べるという習性があります。「取」とい
うのはこの場合、性体位という意味で、「鳥」と
掛けてるんです。こんなことを知っているのは
都会人で、この書入れは乗客の女性の言葉なん
です。一方こっちは馬子の言葉で、要するに「こ
ういういいことをさせてもらったんだったら、

もう駄賃は要りません。この土手まででなく、
二つ先の宿場までただで送ってあげましょう」
と言って、追加サービスまで申し出ているので
す。こっちの書入れは丁寧語になっていますか
ら、客に対しての言葉と分かります。こうして
書入れを丁寧に読めば、絵柄の状況が全く逆に
なってくることがよくあるのです。
書入れをたくさん読んでゆきますと、意外な
ことに気付きます。封建的な江戸時代の春画と
いえば、今の人は大体、男が女に何かしている
という目で絵を見るんですけれども、書入れを
読んでみると、意外と春画の中の女性は積極的
で、男女の現場では「なるほどそんなこともあ
るだろうな」というような描写がよくあります。
そして大体、笑いの対象は男たちです。
次の図（図13）は一見すると、芸妓（げいぎ）
と客の男が座位で交わり、芸妓が男に酒を飲ま
せている場面のように見えます。ところが女性
の口元を見ますと、ちゃんとお歯黒してますか
ら、既婚の女性ということが分かります。そこ
で二人の書入れを読みますと、男が「月見をし
ながらこうやっていると、いつもと違ってとて
も気持ちがいい。息継ぎに一杯飲もう」といっ
ているのに対して、女が「私も今夜はたいへん

図13　勝川春潮「好色図会十二候」より
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気持ちがいいよ。もう五度も気が行ったよ。あ
んまり飲み過ぎると、体に悪いよ」と応じてい
る。それに対して、男が「いや、酒よりもお前
の方が体に悪い」と冗談を言っている。このや
り取りを読むと、この二人は芸妓と客というよ
り、気心の知れた夫婦のやり取りと見た方がぴ
ったりくるんじゃないでしょうか。
次の図（図14）も、一見すると若い男が年増
の女性を犯しているという形にとらえられがち
ですが、これも書入れを読めば、状況はまった
く逆で、下の年増の女性は大店（おおだな）の
女主人なんです。主人が亡くなっていて、今日
は店の者を全員引き連れて顔見世を見に来てい
るという情況なんです。当時はご存じのように
幕間（まくあい）はたいへん長いので、幕間は
芝居小屋の前の芝居茶屋に上がって、贔屓（ひ
いき）の役者を呼んで一杯やったり、食事をし
たりして時間をつぶしたのですが、本図では女
主人が幕間に自分の気に入っている店の若い者
を呼んで、お相手をさせているところなのです。
若者はほかの仲間が気が付くんじゃないか、音
が下に聞こえるのこうのといろいろ心配してい
るんですが、女主人は堂々としたもので、「ち
ゃんと店の方には話してあるから」ということ
で、若者を安心させながら楽しんでいます。そ

うした芝居の幕間の一つの風俗を描いたもので
す。
これも書入れを読まないと、単にセックスの
一場面としか見えないのですけれども、書入れ
を読むと、二人の関係とか立場、いろんな状況、
また季節感とかいろんなこと分かってきます。
しかも、春画をとおして当時の庶民の年中の行
事や生活感覚までが見えてきて、私にはたいへ
ん興味があります。
次に４番目の春画の特色ですが、「春画の愛
好者は老若男女、貴賤を問わず」と書きました
けれども、意外に思われると思いますが、これ
も重要な点です。大体、性愛を大胆に描いたも
のは専ら男性専用のもの、好色な男性が愛好す
るものと思われがちですけれども、江戸時代の
文献や画像資料の中では、春画は不思議なこと
に男女にこだわらず、もちろん大っぴらではあ
りませんが、「老若男女、貴賤を問わず」が春
画を愛好して楽しんでいる資料がたくさん出て
くるのです。
次の図は女性二人が春画の巻物を見ている場
面です（図15）が、ご存じかと思いますけれども、
森鴎外が自分の幼年期からの性的体験をもとに
して書いた『ヰタ・セクスアリス』には、彼が
まだ津和野にいた六歳の時に、行き慣れた近所

図14　勝川春潮「好色図会十二候」より
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の武家屋敷に飛び込んで、あいさつもせずに座
敷に入ったところ、そこの奥さんとどこかの娘
さんが二人でにこにこしながら本を読んでいて、
「これ、分かるかね」と言って見せられたとい
う経験を書いていますが、これはそんな場面を
思わせる図です。
次の図は夫婦で春画を見ている図です（図
16）。後でも出てきますけれども、本書は枕草

子の「物はづくし」をパロディにしたもので、
本図は「めでたきものは」という項で、「めで
たきもの、仲のよい夫婦、いくらしても腎虚せ
ぬ人」と春本風にパロディ化して、春画を付け
たものです。この図では夫婦で仲良く春本を見
て、昼間からその気になっている場面です。
次に紹介します資料が意外というか、皆さん
江戸時代の狩野派ってご存じでしょうか。室町

図15　竹原春朝斎「笑本邯鄲枕」より

図16　北尾重政「笑本春の曙」より
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時代から京都を中心に幕府に仕えて、非常に真
面目な、ある意味では当時の正規のイデオロギ
ー的な考えに従った絵を描き、お城とか武家屋
敷に飾られるような硬い絵を描いていた一大流
派です。その狩野派の絵の教科書が元禄が終わ
って享保に入った頃、18世紀初期に書かれ、江
戸時代を通じて狩野派の絵師のみならず、多く
の絵を志す人たちに読まれます。それは狩野探
幽の孫弟子にあたる絵師がまとめた『画筌』（が
せん）という六巻の絵手本で、山水の描き方、
花の描き方、鳥の描き方、人物の描き方という
ように、理論とともに絵手本にもなっています。
実はその第五巻の一番最後に、「人体付好色
春画之法」という項目がもうけられていて、そ
こに性器の描き方や色のほどこし方がくわしく
記されているのです。これを見た時、私は目か
らうろこの思いがしました。つまり、江戸時代
には決して春画は今のように見るも汚らわしい
もの、教養のある者は相手にすべきものではな
いと見なされていなかったということです。

ということが分かれば、江戸時代の話として
よく聞く、当時の大名家や立派な武家の婚礼の
際には、嫁ぐ娘に二巻本の春画絵巻を持たせた
という話も、よく納得がゆきます。さらに江戸
時代の後期くらいになりますと、立派な町家で
も娘さんが結婚する時には、お母さんが肉筆の
春画や版本の春本を持たせたりする習慣が生ま
れ、それが戦後まで続いていました。
それらには結婚ということで、子供が出来て
子孫繁栄とか家内繁盛というような豊穣を願う
意味があったと思われます。性的な事物に豊穣
を祈り託すということは、日本のみならず古く
からある信仰の一つですが、そうした伝統にも
とづいて、狩野派でも大名や武家の婚礼の時に
は、やっぱり描く必要があったんだろうと思い
ます。
私が日文研で春画を集めているということが
知られるようになって、金沢や鳥取、広島、大阪、
静岡、長野、東京などといったところから、
八十を超えたご婦人からよく電話をいただくよ
うになりました。それはまさに今言いましたこ
とで、戦後お嫁入りの時に母から何点かの春画
を持たされたのですが、自分が死んでから息子
や娘たちに見つかったら、何を言われるか分か
らないので、もしこういうものに意味があって
研究されるなら寄贈したいという話なのです。
そういう経験がありますので、春画というのは
ついこの間の戦争の後まで、近現代的見方とは
異なる世界の内で確かに「生きていた」と思っ
ています。
最後に浮世絵春画の特色として「趣向の多様
さ」ということをお話ししておきたいと思いま
す。これまで見ていただいたものからもお分か
りのように、浮世絵春画は単に性愛場面を大胆
に描いただけのものではなく、周りにいろいろ
と言葉が書き込まれています。実はそれによっ
てまことに様々な趣向がなされていて、その趣
向とともに鑑賞するところに浮世絵春画の世界
が大きく開けてくるのです。
例えば、先にご覧いただいた図は『枕草子』
を基にして、それを春画風にパロディ化してい
ましいたが、こうした古典の世界を基にしなが
ら、それを春画化する発想は京都から生まれた

図17『画筌』「好色春画之法」
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ものだと思います。その中心人物は西川祐信（に
しかわ・すけのぶ）です。彼は『枕草子』だけ
でなく『伊勢物語』、それに平安時代の古歌な
ど様々な古典の絵本を描きますが、その時に古
典や古歌の内容に合わせて当世風の絵を付けた
りしました。いうならば、絵による現代語訳を
付けたとでもいいましょうか。そうした発想か
ら絵を春画に変えたものが浮世絵春画の一つの
趣向となってゆきます。この趣向は鈴木春信な
どの絵師によって江戸にもたらされ、それ以後
『源氏物語』や『平家物語』はいうにおよばず、
実に様々な古典が春画の趣向の題材とされてゆ
きます。そして歌舞伎とか浄瑠璃を基にして、
それを春画風にパロディにするということも盛
んになります。
さらにそうした古典ものだけでなく、例えば
当時、家で使っていた医学書やいろんな真面目
な書物を題材にして、それらを性の世界に置き
換えたり、寺子屋で使っている女性の作法書や
手習本をレイアウトから何から何まで真似なが
ら、それらをみんな性の世界にひっくり返して
パロディ化していくという趣向のものが、たい

へんたくさん出てきます。これがなかなか面白
くて、それの解読をしていると、私らは江戸の
人に比べて古典のダイジェストすら知らなくて、
なかなかその意味合いがつかめないんですけれ
ども、分かってくると、これほど面白いものは
ありません。
先ほどご覧いただいた『枕草子』のパロディ
版の『笑本春の曙』や、「近江八景」「江戸八景」
など八景物を春画化した『風流座敷八景』など、
絵を見ながらいろいろ連想してゆきますと、思
わぬ世界が見えてきて、たいへん豊かな世界に
遊ぶことができます。
これは少し難解な漢詩を題材にした春画です

（図18）。図柄はどこかの大店の室外と室内に描
き分けられていますが、門口にこの家の主人ら
しき人物がいて、「今日は良い日よりのう、みな
先へ行ったか」と言っています。おそらく、家
中の者を引き連れて、花見かなにか物見遊山に
出かけようというのでしょう。家の者に弁当箱
を担がせて、みんなで出ようとしているところ
です。ところが、家の中に男女が二人で残って
います。一体どうしたことなのだろうというと

図18　鈴木春信「今様妻鑑」より
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ころに、上に書かれた漢詩が意味をもってきます。
この漢詩は『和漢朗詠集』にも載せられてい
る菅原道真の詩の一節で、三月三日の雛祭の時
の詩です。当時雛祭の日には庭とかに生えてい
るヨモギを採ってきて、それを人の形にして、
門口の戸の上に置いておくと魔除けになるとい
う風習があったそうですが、この道真の詩はそ
の人の形にしてもらったヨモギの心になって詠
んだものです。その大意は、雛祭が終わって、
さあ、元の草むらに帰る時になったけれども、
私はもう元の仲間の所へは帰りたくない。この
ままここに居たいという内容です。
漢詩を読んで下の絵を見ますと、そこにはヨ
モギも何も描かれていませんし、雛祭をにおわ
すモチーフも何も描かれていません。そこで室
内にいる男女の書き入れを読みますと、これは
どうも若夫婦のようなんですね。家中一緒に出
かける間際になって、奥さんの方が頭痛がする
と言い出した。みんなが出掛ける間際になって
そんなことを言うので、亭主の方がピンときて
二人で留守番をすることなった。つまり奥さん
の頭痛は仮病なんですね。みんなと一緒に出か
けるよりも、家で二人残ってゆっくり楽しみた
いというのが奥さんの本心で、わざと嘘をつい
たというのですね。そしてなかなか機転のきく
奴じゃと、亭主がほめているんです。
ここまで読み解くと、上の人の形にしてもら
ったヨモギの心を詠んだ漢詩と、この奥さんの
心持ちがようやく結び付いてくるんですね。自
分はみんなと一緒に遊びにいったりする楽しみ
よりも、もっといい喜びを知ってしまったとい
うことでしょうね。そしてみんなと遊びに行く
よりも、あなたと二人で家に残っていたい、人
の形にしてもらったこのままの姿でいたいとい
うヨモギの心、これはまことに微妙な匂い付の
ような見立てになっていると解釈されます。
例をあげれば本当に切りがないのですが、江
戸時代には毎年のように古典や故事を下敷きに
した新しい趣向の春画 ･春本が続々と出版され
たのでした。
最後に見てもらいますのは貸本屋の浮世絵で
す（図19）。今だったら本は買って自分の部屋
の本棚に列べておく人が多いと思いますが、江

戸時代には自分で本を買って並べておけるよう
な人というのは、よほどお金持ちで特殊な人だ
ったと思います。当時本の普及に一番貢献した
のは貸本屋というシステムです。私が中学、高
校の時代までは、家では月刊誌なんかは買えず、
貸本屋さんが持ってきて毎回２冊か３冊置いて
いって、１週間ぐらいしたら取りに来て貸与料
を払うという貸本屋の世界が生きていました。
江戸時代の中期頃からこうした行商の貸本屋さ
んが都会に生まれ、江戸後期には江戸の町に600
件から800件の貸本屋があったそうですが、各
家を廻って本を置いてゆく貸本屋は、必ず最新
の春本を用意していたといわれます。
そして貸本屋が廻るちょっと大きな家では、
貸本屋の対応に出るのは仕事中の男連中ではな
く、多くがその家の奥さんか娘さん、女中さん
だったのです。すなわちみんな女性なんです。
この図のような場面はよく春画にも出てきます
が、奥さんが亭主の要望を聞いておいていろい
ろと品定めしながら最新のいい本を借りたりし
ていたのでしょう。ということは、江戸時代の
都会の多くの春本、春画というのは、まず女性
たちの検閲を経てから、家に入ったということ
が、これでおおよそ知られます。
実は江戸時代に貸本屋から貸し出された春本、
春画というものはすぐに分かります。それらは
見開きページの左下がよれよれになっているこ
とがしばしばあるのです。日文研で収集したも
のの中にもたくさんそういう本があります。と
同時に、人気の春本、春画というものがいかに
多くの人の目に触れ、一般庶民が楽しんでいた
かがうかがえます。

時間がちょうど一時間半になりました。今日
は「浮世絵春画はおもしろい」という題で、話
があちらこちらに飛びましたけれども、浮世絵
春画とはどういう世界かということを少しでも
知ってもらうことができれば、日本で初めて一
般の方にこういうお話ができたということを大
変幸せに思います。時間となりましたので、こ
の辺で私のお話は切り上げさせていただきたい
と思います。どうもご清聴、ありがとうござい
ました。
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依田：早川先生、ありがとうございました。こ
こで、10分少々、休憩とさせていただきます。
休憩後、第２部、座談会を交えて、さらに先生
のお話を伺おうと思ってますので、よろしくお
願い致します。

＜第２部：座談＞
依田：大変お待たせ致しました。第２部を開催
させていただきます。第２部の司会は本学教授、
柏岡富英が行います。続きまして、その右手に
お座りいただいてますのは、佐野真由子様、国
際日本文化研究センターの先生です。早川先生
はご紹介するまでもありませんが、一番向かっ
て右端、右手にお座りいただいていますのが、
高台寺和久傳（わくでん）女将の桑村祐子様で
す。では、早速、柏岡が司会進行役を務めさせ
ていただきます。よろしくお願い致します。

柏岡：どうぞよろしくお願い致します。話があ
ちこちすると思うんです。早川先生のお話も大
体、いろいろあちこちしましたけれども、座談

会となると、もっとあちこちになると思います。
むしろ、ちりぢりバラバラな話が出る方が、皆
様これからいろいろ考えていかれる上で、面白
いかと思いますので、そういう発言は止めろと
かストップするというようなことは、司会は全
くするつもりがございません。そこで、一番初
めは全般的に今日の講演をお聞きになって、ど
んなふうにお考えになったかということをお伺
いしたいんですが、その前に、ちょっとしたこ
とがありまして、昨日、この会があるというこ
とを私のお隣のご夫婦にお話ししたんです。70
から80ぐらいのご夫婦ですが。そうすると、今
日は忙しくて行けないということだったんです
けれども、そのご主人が木彫りをやられる職人
さんなので、興味をお持ちになって、「そういえ
ば、こんなものがある」と出してこられたもの
があります。後で、お見せしますけれども。今
日の早川先生のお話を聞いていて、思わず吹き
出したんですけれども、見せてくださったもの
があるんです。それを、奥様の方が「まあ、あ
んた、そんな恥ずかしいもの出してきて」とお

図19　歌川豊国「女房形気」より
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っしゃいました。だけど、それを見ているうちに、
奥様が、「そういえば、あれはどこにあったかし
ら」と仰って、もっともっと面白いものが出て
きてしまいました。つまり、ご夫婦の間では随分、
楽しんで一緒にご覧になっている。だけど、ご
主人がそれを私に見せようとなさると、口では
「そんな恥ずかしいもん」と言いながら、実は頭
の中で、あれはどこへ行ったかしらというのが
思い浮かんでいたというのが、今日の早川先生
のお話の中に出てきた情景の一つだと思うんで
す。
持ってまいりましたのは、漆のお盆です。こ
の漆のお盆に春画が手描きで描いてあるという
ものです。どういう場面で使ったのかというと、
ちょっと上品そうなお客さんがいらした時に、
ここに絵が見えないようにお菓子を入れて置い
て、お菓子を召し上がった時に、パッとこうい
うものが出てきて、どんな顔するやろというの
を楽しみにしているというようなお話でした。
預かってきたものなんですけれども、ご覧いた
だきたいと思いますので、お回しを致します。
預かったものなので、途中で消えて無くなった
りはしないように、ぜひよろしくお願いします。
どうぞ、ごらんくださいませ。
早川さん、ああいうものはいろいろあったん
ですね。

早川：そうですね。今のはお盆ですけれど、春
画や春本だけでなく、根付とか印籠、漆の小箱
や小道具の裏や中に春画が仕掛けられているも
のがいろいろとあります。特に江戸末期から明
治時代にかけての輸出物によく見られます。ヨ
ーロッパに多く伝わっているのですが、おそら
くジャポニスム時代に伝わったんじゃないかと
思いますけれど。

柏岡：話が前後するかもしれませんけど、今日
の講演の中にも出てきたジャポニスムというの
はどういうふうに理解すればいいですか？　佐
野さんがそういうのをご専門と言っていいかど
うか、分かりませんけれど、ちょっと解説をし
ていただいて、今日の話に引っ掛けていただく
と面白いんですけれども。

佐野：佐野でございます。私は日本美術の専門
ではなく、主に幕末期の外交、国際関係をやっ
ておりまして、西洋から最初は外交官、そして、
だんだんいろんな人たちが日本に到着し始め、
それまで限られたオランダの人たちが入ってい
た時代に比べると、急激に拡大していった時期
の文化交流に関心を持っております。今、お話
に出たジャポニスムは19世紀後半、一般的には、
主に1867年のパリ万博以降、ヨーロッパで広が
った日本趣味のことを指します。美術の世界で
論じられることが多いですけれども、狭い意味
での美術だけではなく、生活全般にわたって日
本趣味が流行しました。私はちょうど、1859年
に来日した、イギリス人で最初に日本に駐在す
ることになったラザフォード・オールコックと
いう外交官の生涯を研究しているんですけれど
も、彼が日本に到着して３年後にあたる1862年、
折しもロンドンで開かれた第２回のロンドン万
国博覧会に、日本の物品を初めて、まとまった
形で紹介するんです。パリを中心としたジャポ
ニスムの方が現象としては有名ですけれども、
このロンドン博が、ヨーロッパでの本当の意味
でのジャポニスムのきっかけであると言われて
います。
今日の早川先生のお話では、資料の中で（１）
の仮名手本忠臣蔵のところだけ取り上げてくだ
さったんですけれども、先ほどご紹介にならな
かった、例えば（２）で取り上げておられるよ
うな事例に非常に心惹かれます。西洋人が日本
でいろいろ紹介されるものの中に、ざっくばら
んに春画が交じっていたという状況なのですよ
ね。それを彼らがどう受け止めたかという、た
くさんの興味深いエピソードがあるわけですが、
当時の外国人の日本滞在記などを読んでも、は
っきり書いていないんですよね。えん曲表現で
書かれているので、私自身がそちらの方にあま
り目を開かれていなかったものですから、分か
らないで飛ばしていたところ、あらためて読み
直してみると、これは実はちょっと遠回しな言
葉だけれど、批判的な意味合いであれ、そうで
もない場合であれ、実は春画のことだったんだ
なというようなことを発見し直すことが多いん
です。あらためてまたいろいろなものを読んで
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みたいと思っております。

柏岡：そういうふうに、専門のご研究の方でも、
早川先生がおっしゃったように、これだけ春画
というものが出回っているのに、実はあんまり
正面だって取り上げられたことはなくて、まし
てや万国博に春画が出るということは、考えら
れなかったということですね。

早川：万博には展示されなかったでしょうが、
裏ではたくさん持ちこまれたことは確かなよう
で、いまヨーロッパの若手の研究者が「ジャポ
ニスムと春画」という研究を進めています。

柏岡：出てもいないんですか。

早川：万国博には出てないんです。

佐野：はい。

柏岡：まあ、出せませんよね、普通ああいうの
はね。立場をちょっと変えて、桑村さんは料亭
からすると、春画という、料亭に春画が登場す
ることはあるんですか。お客様に見ていただく
とか。

桑村：私はまだ、母から持たされたことはなくて。

早川：お母さんのお嫁入り道具になかったんで
すか。

桑村：ちょっとうちに帰って、探してみればと
いう思いも少ししましたけれども。

柏岡：全般的に、今日のお話で、料亭を離れて
もよろしいんですが、どういうふうにお考えに
なりましたか。

桑村：まず、この座談会にどうして数ある料理
屋さんの中から、光栄なんですけれど、私を選
んでくださったのか、長いこと自問自答をして
おりまして。

柏岡：私の頭の中では料理とセックスが妙に結
びつくのです。料亭の女将という方で、私が多
少なりとも存じあげているのが、桑村さんだけ
でございましたので、無理矢理お願いしました。

桑村：ありがたい。佐野先生とも言ってたんで
すが、割といろんなこういう話をしても、恥ず
かしがらずにしゃべるやろうと思って、白羽の
矢を立ててくださったんじゃないかと、光栄に
思っているんですが。こんなに、パロディとい
うと、よほど教養が無いと、これを読み解くこ
とはできないので、学術的にやってしまうと、
また面白味がないというふうなことも早川先生
が教えてくださったと思うんですが、くすっと
言えるというのは、よほど教養が無いと、この
外国のお客様が来られて、先生がずっと20年も
30年も前から広めていてくださってたように、
外国の方が展覧会をご覧になって、感激して、
もしも私に話し掛けられたときに、私が恥ずか
しがったり、えー、そうだったんですかという
ようなことは、ちょっと恥ずかしかったなと、
むしろ知らないことが。なので、とってもいい
機会を与えていただいたのと、もっともっと早
川先生のご著書も、これからもっとちゃんと読
ませていただこうと思いました。

柏岡：多分、われわれに教養が無いからという
より、教養は無いんですけど。教養の種類が違
ってたということですね。お芝居だとか、皆さ
んが知っているような物語だとか、講談だとか
の中に織り込まれていて、われわれは残念なが
ら、それを知らないということだと思うんです。
もう一つ、一番初めにお電話をした時に、今日
の料亭のしつらえはどういうものだとかいうこ
とをしゃべるつもりはない、だけど、男と女の
ことは任しておけと、こう女将がおっしゃった
ので、これは心強いと思ったわけです。男と女
のことから言うと、どうでしたでしょうか。

桑村：そう切り返されるとは思ってなかったん
ですけど、京都の江戸時代というものを、私も
まだまだ勉強不足で、そのころのしつらえであ
るとか、床の間とか庭とか、二十四節気が見せ
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ていただくとちりばめられていて、そのことも
知っていないと、これは読み解けないなと思い
ましたし、「そういうことだけはふらんといて
くださいね」って言って（笑）

柏岡：そういうことは、どけておいて。

桑村：男女のことなら、多少、経験で、お話で
きるかもしれませんなんて、軽い気持ちで、お
引き受けしたんですけど。

柏岡：それで、見てると、これはレイプとか暴
力沙汰というのはなくて、一番最後の話に出て
きましたけど、和合であるというので、面白い
と思ったのは、全部、機嫌がいいですね、男女
とも。それ以外のはないんですか。

早川：よくそういう質問を受けましたが、性と
いえばすぐにレイプということを思い浮かべる
今の風潮からそうした質問が多かったように思
われます。浮世絵春画の中にも強姦の場面を描
いたものはもちろんありますが、数はたいへん
少ないといえます。それとそうしたものが出て
くるのは幕末に近付いてきてからが多いですね。
幕末に近付いた頃の歌舞伎でも血みどろの場面
が好まれた、ああいう時期とちょうど重なると
思ひます。
ただ強姦の場面の春画が描かれる時、はっき
り分かっている特色は、そうした男は大体、不
細工、毛むくじゃらで、醜男に描かれていて、
笑いの対象にされてしまっているということで
すね。そして歌麿や北斎の頃のそうした図画で
は、女性がされるがままになっているというの
はほとんどなく、女性がいろいろな罵詈雑言を
男たちに浴びせたり、男たちが戸惑ってぶつか
ったりして、強姦の中にも一種の笑いがありま
す。一方的な暴行の図は、本当に江戸末期にな
ってきてちらほら出てきます。

柏岡：佐野さん、一番初めに、全体的なことを
お伺いします。ジャポニスムのことをお聞きし
ましたが、そのほかの観点から何かお聞きする
ようなことがあれば。

佐野：そうですね。早川先生にお伺いしてみた
いことは本当にたくさんあるのですが、一つ、
ものすごくシンプルな疑問を述べさせていただ
きますと、老若男女、貴賤を問わず春画を楽し
んでいたということではあったんですが、やは
りいろいろ見せていただく中で、これは非常に
都会的な世界なのではないかという感じがした
んです。はたして都と鄙（ひな）を問わず通じ
る感覚なのでしょうか。

早川：先ほどいろいろ全国からお電話をいただ
いたというお話をしましたが、浮世絵の流通は
江戸時代たいへん広く早かったと考えられます。
その理由として大きかったのは、一つに参勤交
代があったからと考えられます。特に浮世絵は
明和二年（1765年）に始めて江戸でたいへんカ
ラフルな錦絵（にしきえ）が誕生すると、その
年の内に江戸土産の代表となり、「東錦絵」（あ
づまにしきえ）として参勤交代で江戸に滞在し
た侍たちの全国の故郷へ土産としてもたらされ
ました。そして江戸後期（18世紀後期）には一
般人の旅行も盛んになりましたから、やはり江
戸土産として最新の浮世絵もアッという間に全
国に拡がりました。その中にはおそらく春画本
もあったでしょう。実際、今でも地方の旧家に
は当時の良質の浮世絵春画や肉筆の春画が遺っ
ています。しかも浮世絵はかさばらないし安か
ったですから、土産物としては最適だったでし
ょう。今だったら一枚何万、何10万とするもの
もありますが、当時は大体カラフルなもので一
枚が32文くらいだったと言います。当時立ち食
い蕎麦が二八の16文でしたから、その倍ぐらい
が錦絵一枚の値段だったと言われてます。

柏岡：大盛りのそばを食うぐらいですか。

早川：そうですね（笑）。

柏岡：貸本屋さんが回ってくる場面がありまし
たけど、やっぱりちょっと恥ずかしくありませ
んか。今日は私、個人的なことですけど、娘が
会場の中におりまして、父親としてはなかなか、
もごもごと言いにくいこともあるんですが、や
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っぱり裏口から入ってきて、32文。

早川：貸本屋はそうですね。先ほど浮世絵を見
ながら説明しましたが、当時ちょっとした大き
な家で廻ってくる貸本屋に対応したのは主にそ
の家の女性陣だったとみていいでしょう。そう
いう場面が春画の中にも出てきますが、その時
には娘なんかははじめ恥ずかしそうに対応して
いますが、やがてその世界を暗々の内に承知し
てゆくようになるようです。

柏岡：今のビデオ屋に行きますと、カーテンが
吊ってあって、その奥に怪しげなものがあるら
しいと聞いておりますが、そういう扱いではな
かったということ。

早川：これも今と江戸時代は違うなと思うとこ
ろでが、江戸時代は表は非常に厳格なんですが、
江戸人というのは表と裏というか、公と私とい
う区別をはっきりしていて、裏の世界、私の世
界を持っていて、表の世界では硬く見えても、
裏の世界になったら割とニコッとして、ある程
度のことは大目に見ていたとか、箍（たが）が
ちょっと緩かったんじゃないかと思われます。
資料で配りました３番目がその典型的なものだ
ろうと思います。幕末にロシアのプチャーチン
やアメリカのハリスと直接交渉した旗本ですが、
これはその人が頻繁に妻と交換してしていた日
記の一節です。そこには江戸城内で高級武士た
ちが春画の交換をし合っていたとかありますが、
これはある宿直の日に、菱川師宣の春画本を持
ってきた者がおり、最後に非常に謹厳実直な人
柄で知られる村田翁が借りて帰ったという話で
す。そして後日、役目の書類を読むようにしっ
かりと拝見しましたと言って返したということ
を、聖謨は妻に書き送って感想を求めています。
それに対して妻が「村田翁のお話、たいへんい
いお話だと思います」と返事しています。これ
を読んだ時、私は実にいい話だと感激しました。
そして聖謨の研究によりますと、家では家族だ
けでなく、女中たちや召使いたちと一所に食事
をし、その席ではみんなでエロティックな話題
を平気でして、みんなで大笑いをしたりしてい

る記録がでてきます。良質な江戸人の生活とは
そうしたもので、「私」の世界ではおおらかで
豊かな笑いがあったんじゃないかなと、春画を
研究し始めてからこの頃特に感じるようになり
ました。

柏岡：桑村さん、何かお聞きになりたいことと
か、これだけは言っておきたいということはあ
りませんか。

桑村：こういう学問が、学問としてと言ったら
あれですけど、国際日本文化研究センターさん
は、すごいなというふうに思いました。さっき
も、柏岡先生がおっしゃったように、教養とい
っても、いろんなものがあって、それがしゃれ
っ気がないと。

早川：そうですね、江戸のものを味わうにはシ
ャレがないと駄目ですね。

桑村：そこがすごく、そこかなあと、ちょっと。
私たちもお料理をうやうやしく出している場面
もしなくちゃいけませんけれども、やっぱりち
ょっとほっとしていただいたり、いい時間やっ
たなと思ってもらうヒントみたいな。日本文化
といっても、表と裏があったり、そういうかし
こまったこともできるし、くだけたこともとい
うような感じがしました。

柏岡：和久傳のお店にお伺いしますと、実にピ
タッとした、いわゆる表側の世界というふうに
言ってもいいと思うんですけど、やっぱり裏も
あるんでしょ。台所とか料理場とか帳場という
ところで。

桑村：それは、そうです。やっぱり、どう仲良
くなるかによって、いろいろコースが変わって
くると。

柏岡：そうすると、タテマエの世界と、非タテ
マエの世界というのが、日本は割合に融通むげ
なところがあって、みんな表は表でこんなもの
だろうと思ってるけど、裏もちゃんと心得てい
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ると。それが、こういう春画という世界に表れ
るんじゃないでしょうか。それに対して、日本
がタテマエの文化だと言われているのは、私は
実はそういう意味ではうそだと思ってまして、
ビクトリア朝の、それこそジャポニスムの時代
の西洋の建前というのは、ものすごく強かった
から、裏との間の融通むげの交通はなかったん
じゃないか。そういう厳格なところではポルノ
になって、融通むげであると春画になるのかな
というような気がしないではなかったんです。

早川：そうですね、その通りだと思います。一
つ教養という面で言いますと、こういうものを
始めた頃、ある発表会で春画の詞書や書入れを
用いて様々な凝った趣向の話をしたのですが、
その時の質問で、決して若くない研究者が「当
時一般の人がこんな難しい変体仮名を読んで、
しかも古典を交えたそんな複雑な趣向を楽しむ
ことができたんでしょうか。こうしたものはや
はり相当知識のある一部の人たちが楽しんでい
たのではないでしょうか」といった質問があり
ました。
しかし寺子屋などの江戸時代の教育について
の現在の研究では、江戸時代の庶民の識字率だ
けでなく、その基本的な教養は同時期の世界の
文化圏と比べ相当高く、江戸後期には変体仮名
で書いたものなどかなりの一般の人々が読み書
きできたということです。寺子屋でもちいた教
科書、「往来物」には様々な内容のものがあって、
そこには手習用の古歌や手紙文だけでなく、古
典や故事来歴のダイジェストやら実用的な知
識・教養が書かれています。
そういう「往来物」なんかを通して、「伊勢
物語」のダイジェストやいい場面とか、「枕草子」
や「徒然草」のダイジェストを自然と覚えてい
たり、またやはり江戸時代には歌舞伎なんかが
強い影響力があって、自ら喜んでいろんな知識
や教養を身に付けていたんだろうと思われます。

柏岡：だから、それを教養としてとらえるかど
うかで、普通の人が普通に知って楽しんでいる
ということだろうと思うんです。それこそ、落
語を聞いていると、芝居ものとか、有名な六段

目という落語があって、商家のだんなさんがう
たいをやる。

早川：ただ知っているだけというのでなく、芝
居を真似たりしてね。

柏岡：それを夕食の後、小僧たちが座敷に座ら
されて、聞かされるもんだから、嫌で嫌でしょ
うがなくて、それを何とか避けるというような
ことが落語に出てきますね。それでも、聞いて
いるわけで、それが頭に入っているということ
は多分あるわけでしょう。仮名日誌も多分そう
で、早川さん自身はご存じないかもしれないけ
ど、日文研で、早川さんが変体仮名を読む練習
をする会を主宰してらしたのをまわりでは「変
体仮名って、妙なものを読んでる変態の文章じ
ゃないか」というようなことを言ってたんです
けどね。そうではないことが、今日初めて分か
りました（笑）。佐野さんは、ほかにお聞きに
なりたいこととか、感想なり。

佐野：先ほど、建前と本音のお話が出ましたけ
れど、今ちょっと思い出したことがあります。
今日、皆さんのお手元にあるチラシの裏側、右
の真ん中辺りに、小さいピンクの字で、「ご注意」
というところがありますよね。「ご注意：春画
の解説に際して、性描写に関する大胆な画像が
表示されます」。非常に慎重に書いてあるんで
すけど、実はこのシンポジウムの準備が進んで
いた時に、前のバージョンの下書きを、これを
確認してくださいということで送ってくださっ
たんです。実はその時には、同じ部分がこのよ
うになってました。「ご注意：性に関する表現が、
あっけらかんとして含まれます」。私はこの注
意書きが大好きで・・・。これは恐らく、当日
が近づくにつれて、もうちょっときちっとした
表現でないといけないということで、まじめな
ご注意になったんだろうと想像するんですが、
「あっけらかん」というのは日本文化の真髄だ
なと思いました。建前が仮にばれたとしても、
平然と、それはそれだろう、だから何ですか、と。
もちろんいろんな側面がありますけれども、こ
れは日本文化を語る一つのキーワードだなと。
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まさに、今日お話しいただいた春画の受け止め
方、それを育ててきた社会のあり方については、
本当にぴったりですよね。

柏岡：今となると、残念なことをしたなと思う
んです。「あっけらかん」にしておけば良かっ
たかなと。それは、佐野さんとの打ち合わせの
時に思ったんですけど。今日、先ほど総合司会
の依田さんもおっしゃってましたが、これが春
画についての日本で初めての集まりであるとい
うことだったんですね。それで、早川さんの話
を聞いていると、実は企画は今まで日本でも何
回かあったけれども、全部途中で横やりが入っ
て、話がポシャったということであったので、
われわれとしては非常に用心深くなりました。
今日は大変、良いお客様ばかり集まってくださ
ったんですけれど、横やりが入らないための工
夫となると、どうしても硬いことになって、「あ
っけらかん」ではちょっと隙があるかもしれな
いと。妙に、われわれは西洋風になっちゃった
わけです。

早川：今から12年ほど前に、アメリカのイリノ
イ州のイリノイ大学で江戸時代の春画のシンポ
ジウムがありました時に、そこは宗教的に非常
に厳しい州で、パンフレットから講堂の入り口
の表示まで、全部にきちんと「性的に露骨な画
像が表示されるので、見たくない者は入場しな
いように」という注意書きを書いておかないと
駄目だと言われた経験があるものですから、今
回つい余計なアドバイスを事務局にしてしまっ
たんですけれども。今ではヨーロッパではまっ
たく大丈夫ですね。

柏岡：そのことは多分、何をもって恥とするか、
どういう場合に恥ずかしいと感じるかいうのと、
関係がある。桑村さん、今日の画像を見てて、
恥ずかしかったですか。

桑村：そりゃ、割と、恥ずかしくない、個人的
な事情があったのかもしれませんけれど（笑）。
悪いものを見てるというのは、全然なかったで
すね。むしろ、ほほえましい、早川先生も教え

てくださいましたけど。ああいうことは、例え
ば、何年も連れ添った夫婦の場面もたくさんあ
りましたし、こういうのは逆に復活させた方が、
ストレスのない社会になって、いいかもなって
ちょっと思いました。

柏岡：それは、年齢の問題でしょうか（笑）。ど
うなんでしょう。実は、われわれの学校の学部
事務室に若い女性がいて、この企画が持ち上が
った時に、ぜひどんな内容か知りたいというの
で、早川さんがお書きになった本を渡したんで
す。２日後か３日ほど後になって、そっと私の
研究室に来まして、「恥ずかしくて見られませ
んから、お返し致します」と言うんです。どう
いう心理なんでしょうね。われわれみたいに年
を取ってくると、寛容になってくるということ
なんでしょうか。学生のころ、エロ本が友達か
らどしどし回ってくるわけです。それを家に持
って帰って、母親に見つかった時に、ものすご
く恥ずかしかったのを覚えてるんですけど、春
画を子供が見ていると、お母さんは怒ったんで
すか。

早川：母親が娘の手文庫かなにかの中に「笑道
具」を見付けて叱るという場面はありますが、
息子の春本を見付けて叱るということはほとん
どないと思います。もちろん町家でも堅い家と
いうのはあって、そうした家では息子が軟弱な
本に耽っていたりすると、父親が叱ったりして
います。
ただ春画の中だけでなく、落語などを聞いて
いますと、特に町家の大家の主人などには世間
や人間の裏表を見分けてバランスをとることを
重視するような人物がそれなりにいて、息子が
年頃になるとそうしたことは見て見ぬ振りする
ことが普通だったのではないかと思います。し
かしそうしたものはあくまでもプライベートな
世界のもの、仲間内のもので、決して公に開け
っ広げにするようなものでなかったことは、今
と決して変わることはなかったといえます。

柏岡：だから、たとえば今日、いわゆるポルノ
のビデオを流したりしたら、みんな、再び電気
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を明るくするのを、はばかられたと思うんです、
顔を見られたくないから。総合司会が初めに言
いましたけど、秘密でいらしてて、写真に顔が
写ってたらお困りになる方はお断りくださいっ
てありましたけど。そんな感じじゃないですよ
ね。

早川：今では性的なものは「秘物」とか「秘画」
とか「秘宝」とかいって、プライベートにも秘
すべきものといった扱いですが、どうも江戸時
代にはやはり「笑うべき物」とみていて、徹底
的に恥ずべきものとは考えていなかったようで
す。
それに浮世絵春画を見てゆきますと、見る人
に性的興奮だけを起こさせようとしているので
ないことがすぐに分かってきて、恥ずかしいと
いう気持ちはほとんど起こってきませんし、面
白い図柄が出てくるのを楽しみに待っているよ
うな気になってきますね。
ただ娘さんがおられる先生が初めの頃おっし
ゃっていましたのは、原稿を書くために原寸大
の春画資料を置きながら書いておられたんです
けども、「春画の原稿書くのは、家では書けな
いね」と言っておられました。

柏岡：早川さんも、お嬢さんが大きくなったと
きに。

早川：二十歳を超えた頃に、お父さんはこんな
ことを研究しているんだよと言って私の書いた
本を渡しました。うちの子は普通の子たちだっ
たですが、おそらくそれ以前にそうしたことは
聞き知っていたものと思いますが。

柏岡：鍵をかけていたり。

早川：いや、別に鍵などかけません。私は普通
の居間の坐り机でワープロで仕事をやってます
から、女房も周りにいるし、子供もうろちょろ
しているところでやっていましたけれど。

柏岡：佐野さんは恥ずかしかったですか。

佐野：今日は大丈夫なんですけど、よく私は勉
強しなくちゃならないときに、研究室や家でじ
っと机に向かってというのが不得意なので、本
を持ち出して喫茶店でということが多いんです
が、さすがにこの勉強は喫茶店では無理かなと
思って、早川先生のご本を予習するにあたって
も、やっぱり家でしました。

柏岡：日本人の中で、何がいけないと思ってい
るか、何がいけなくないと思っているか、どこ
までは表に出ていいか、どっから先は表に出た
らいけないかという辺りを、軸をいくつかかみ
合わせてみると、春画というものが日本の文化
の全体の中でどういう位置を占めるかというの
は案外、浮かび上がってくるかもしれないです
ね。

早川：大体、明治20年頃を境にして非常に厳し
くなります。それまではもちろんおおっぴらに
堂々というわけにはいかなかったですけれども、
ある程度そういう区別はあって、春画そのもの
を見るも汚らわしい、世界に恥ずべきものとい
う考え方はなかったといえます。イギリスの研
究者が最近発見したことですが、ペリーが来た
時に日本の幕府がお土産に持たせたのが、春画
の１セットだったらしいです。それは、記録に
出てきていると言われてるんですが、私はその
辺はまだ確認していませんが。

柏岡：佐野さんも最近、発見なさったことがあ
るんですよね。

佐野：はい。私が研究しているラザフォード・
オールコックという人に『大君の都』という日
本滞在記の大著があるんですけれども、その中
で、今まで読み飛ばしていたんですが、もしか
してと思うところを一生懸命、見直していまし
たら、これは、春画だったんだって。ちょっと
だけいいですか。日本人が写実的な描写に非常
に優れていること、色刷り版画が大変発達して
いるということを紹介しながら、わざわざイタ
リックで、「ついでに述べておいてもよいと思
うのだが」という書き方がしてあるんですね。
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言い訳のように、ついでにちょっと触れるんで
すが、と前書きしてあって、「野卑でみだらな
作品にたいする嗜好は拡まっている」と書いて
います。今、岩波文庫の日本語訳からご紹介し
ておりますけれども、「そんなものをおよそも
とめない人びとでも、ときどきそんな絵に出く
わすことがある。それほど数が多く、またいろ
んな種類のものがあることをみれば、そのよう
なものにたいする需要がどんなに大きいかとい
うことが証明される」、さらに、「概してそうい
ったものは実生活においても、あるいは絵本や
玩具においても普通は行きあたりばったりに見
ている人の目につきすぎるということはない」
というふうにこの人は言ってるんです。しかし、
「彼らの趣味と子供の教育の仕方についてはど
うかと思われるほどである」と。

早川：それは明らかに春画ですね。

佐野：はい、そうですね。ただ、この人が面白
いのは、しかし、もしこれ批判するのなら、と
いう思考につながりまして、自分たちヨーロッ
パのギリシャ彫刻におけるヌードの像などのこ
とを考え直さなくちゃいけないと言うんです。
オールコックは相対主義的な視点を発揮してい
るんですけれども、ただ、先ほどの春画の言葉
書きは一定の教養を前提として読む物だといっ
たことを含めて考えますと、ギリシャ彫刻のヌ
ードを春画に比定するというのは果たして正解
なのかという疑問も投げかけたくなります。

早川：先ほどちょうど明治20年代のことを言い
ましたけれど、黒田清輝の裸婦像が問題になり
ましたね、展覧会に出した時に。黒田の裸婦像
を最初に見た日本人は、女性たちもまさに笑い
絵として、くすくす笑って見ていたそうですが、
そのうち批判が警察の方からきて大問題になっ
た。
ただその時の議論として、西洋の思想とか考
え方が上等だということもあって、黒田の裸婦
像を擁護する時に、その敵役として春画が出て
くるんですね。つまりヌード論と春画を対比し
て、ヌードは西洋から入ってきた大変高尚なも

の、意味があるものであると。それに反して春
画はという論法で西洋帰りの絵描は論議してい
ます。特に新しくヨーロッパから入ってきた西
洋絵画には立派な絵画論、ヌード論がありまし
たけれど、春画の方にはそんな理論なんか全く
ありませんから、その時の敵役とされた春画は、
ただただ旧くて単に淫らなものとされたという
のが実情ではないでしょうか。

柏岡：それで思い出すのは、朝日選書の第１巻
だったと思いますけれども、『随筆ヴィナス』と
いう名著があるんです。それによると、ヌード
ということであれば、ギリシャは裸体賛美の文
化でありましたから、非常にたくさんのビーナ
スがあります。底引き船か何かで、魚を獲って
ると、ビーナスがいっぱい引っ掛かって来るん
です。そのビーナスばかりを並べた美術館がミ
コノス島かどこかにあるんです。そこへ見物に
行きまして、思わずうっとりなりまして、黄色
っぽい大理石のビーナスだったと思うけど、お
尻をちょっとなでてしまったんです。そうした
ら、係員が飛んで来て、「駄目だー！」と怒ら
れた思いがあるんですが。割合にヌードとか性
というものに関して、多分、おおらかであった
時代から、この『随筆ヴィナス』という本によ
りますと、キリスト教が性に対して非常に厳し
い宗教であったと。その呪縛がようやく解け出
すのが、ルネッサンスのころであると。そのこ
とと、キリスト教という禁忌の強い宗教という
ものを日本がもたなかったということと対比し
ますよね。春画というのが、そういうところに
平気で存在した。それこそ、佐野さん流にいけ
ば、あっけらかんと、日本にも存在することが
できた、そういう感じがしますね。

早川：そうでしょうね。そういうことに関心が
あって、江戸時代の宗教書、哲学的な人間論を
調べている時に、増穂残口（ますほざんこう）
の『色道通鑑』（しきどうつがん、『日本思想大系』
近世色道論、岩波書店）という書物に行き当た
りました。残口は江戸時代前期の人で、初めは
仏教のお坊さんで、次に儒学に移って、最終的
には神道の神主さんになられた人ですが、その
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『色道通鑑』は「すべての根本は男女ないしは
夫婦、和合にある」として、たくさんの例をあ
げながら、男女の情愛、和合の大切さを主張し
たものです。本書は何版も版を重ねて、江戸時
代を通じて陰のベストセラーであったといわれ、
当時の非常に立派な学者たちもそろえていたく
らいで、大田南畝（おおたなんぽ）の書庫にも
入っていました。
こうしたことを考えますと、江戸時代には性
をあっけらかんと肯定的にとらえ、性は人にと
って根本的に大切なものなんだというところか
らスタートしているような気がして、キリスト
教的なタブーとか原罪とかそういうふうなイメ
ージは、少なくとも江戸時代にはなかったんだ
と思います。

柏岡：アダムとイブの神話みたいなものは、日
本にはあまりないのでは。リンゴ食べちゃって。

早川：逆にイザナギとイザナミのお話のように、
「あっけらかん」と交わってしまう。
あと、ジャポニスムの問題で一つ新しいこと
をお話しておきたいと思います。ジャポニスム
は1860年頃から1920年頃まで、ヨーロッパの万
博へ日本のいろんなもの、焼き物やら絵画やら
彫刻品やらが出展され、ものすごい日本物ブー
ムになったことで有名ですが、その中にもちろ
ん浮世絵は入ってました。
その浮世画ブームについて、３年ほど前から
知り合いになったバルセロナの若い研究者が、
浮世絵、浮世絵と言っているが、実は浮世絵春
画のことがすっぽり抜けているというんですね。
文学者のゴンクールをはじめ、彫刻家のロダン
もそうですし、当時の新しいヨーロッパ美術や
文藝に関わった多くの芸術家たちが浮世絵春画
にたいへん強い関心を持っていたというのです。
そこで一昨年にはバルセロナのピカソ美術館で
「ピカソと春画」という特別展が開かれ、スペ
インのその年のベスト美術展賞に選ばれました。
この展覧会は、ピカソは表では当時流行ってい
たジャポニスムは大嫌いだと言っていたのです
が、浮世絵春画だけは愛好してコレクションし
ていて、その半分程がパリで見つかったのが切

掛けだったようです。
この図は北斎の『肉筆浪ちどり』という組物
の内の一図ですが（図20）、二人の海女さんが
絡んでいますが、どれが手でどれが足やら分か
りません。まさにキュービズムのような構図で
す。ピカソだけでなく、ジャポニスム時代の欧
米人は浮世絵春画の周りの変体仮名を読んで春
画の特色を理解していたとは考えられませんが、
浮世絵春画の描法的特色をはっきりと見てとっ
ていました。日本の春画は西洋画のヌードや中
国やインドのエロティック・アートと違って、
男性でも女性でも性器を両方とも大きく描いて、
しかも男女の顔とともに男女の性器を全部こっ
ち、見る者の方に向けて描いているのです（図
21）。そうすると、体は歪まざるを得ない。そ
れを承知で日本の浮世絵師は平気で大胆に男女
が絡んでいる図を描いている。ピカソはそれに
びっくりして、キュービズムを始めたというの
が彼の論であって、こんな大胆な論から、ピカ
ソ最晩年のあのエロチカ ･シリーズ（347図）が
出てくるというんですね。描きたい所を見られ
るように描くのであって、写実的な構図は歪ん
でも構わないということを、ピカソはどうも春
画からヒントを得たんじゃないかというのが、
その研究者の考えです。
また最近のヨーロッパでの春画研究の一つの
大きな特色は、浮世絵春画の特色は、性的なも
のを宗教的、歴史的、文芸的、医学的、文明風
刺的といった特殊な視点で描くのではなく、一
般庶民のどこにでもありそうな性風俗、性感覚
をある種リアリティとユーモアをもって多種多
様に描いているところにあり、世界に他にはな
いのではないかということで、第二の春画ブー
ムが起こっているように思われます。

柏岡：時間がぼちぼち無くなってきましたが、
もう一つだけ、早川さんに注文があります。早
川さん、ここまで行ったら、サイズの問題を話
してしまっては、物差しで測ったという。

早川：春画の研究をはじめたころに、日本の浮
世絵春画の男性器は大きい大きいってよく言わ
れるけれども、どれくらいのものか調べてみよ
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うと思って、歌麿、北斎、清長、豊国、国貞など、
いろいろな浮世絵師の春画の性器をコンパスで
測ってみたんですが、浮世絵の黄金期以降の春
画はそのほとんどが男性器も女性器も大きく描
き、しかもそれぞれがその絵の男女の顔の大き
さとほとんど同じ寸法であることに気付いたの

です。さらにその描法も同等の緻密さで描かれ
ている。髪の毛がアンダーヘアを表してると見
ると、それは人間のまさに表と裏の象徴のよう
に見られます。
そしてその象徴性を思った時、浮世絵春画で
は人間の顔と性器、表と裏、特にその裏側を隠

図20　葛飾北斎「肉筆浪ちどり」より

図21　喜多川歌麿「小町引」より (2)
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したりぼやかしたり、また文飾したりせず、同
等にバランスをとって見ていたのではないかと
いうことを考えるようになりました。考えてみ
れば、それはものすごい人間描写ではないかと
思われます。江戸人は、人間は表と裏を対等に
同等に見なきゃ、本当の人間じゃないって言っ
てるように、春画を見ているとその紙背から言
われてるような気がすることがあります（図22）。

柏岡：それじゃ、桑村さん、最後に何かコメン
トがありましたら、お願いしたいと思います。

桑村：むしろ、皆さんがこういうふうに思われ
たとか、いろんな方のご意見が聞ければうれし
いなと。

柏岡：なるほど。佐野さん、どうですか。

佐野：実は今日、早川先生のご講演中、オーデ
ィトリアム全体がシーンとものすごく真面目に
聞いてらっしゃったのが非常に印象的だったん
です。今、この座談になって笑いが出てき始め
て、いよいよテーマの本質に迫りつつあるのか
なと思うんですが。一つ、最後の大きな興味は、
こうしてお話ししていても、私たちはどうして

図22　歌川国貞「吾妻源氏」より

も西洋の文脈を持ち出して、西洋対日本という
形で比べてしまうんですね。あるいは、キリス
ト教的価値観があったとかなかったとかという
部分に着目しがちです。けれども早川先生が冒
頭で少し言及されましたように、中国の場合、
インドの場合といった多様な文化の中で比較し
ていくということがこれからどんどん行われて
いったら、また大変面白い世界が見えるのでは
ないかと思います。

柏岡：本来でしたら、客席の皆様からの質疑応
答というのがあるんですけど、永遠に終わらな
いだろうという気も致しますので、この辺りで
締めたいと思います。ご登場いただきました和
久傳の料理は素晴らしゅうございます。それか
ら、佐野さんの中公新書ですけれども、『オー
ルコックの江戸』という非常に立派なご著書が
ありまして、ぜひ、お読みになることをお勧め
したいと思います。本当にまとまりませんが、
ほんの端緒についたばかりでありまして、これ
から２回、３回と何か別の形でも続けることが
できればいいなと思っております。ご清聴、誠
にありがとうございました。

依田：早川先生、佐野先生、桑村様、どうもあ
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りがとうございました。本来ならば、皆様から
のご質問を受けたいところでありますが、なに
せ第１回目ということで、さわりのさわりです。
何冊か本がございますけれども、お求めやすい
という点では、中公文庫の『浮世絵春画を読む』、
まさに読むというタイトルの上下２巻の本がご
ざいます。もしよろしかったら、お読みいただ

ければと思います。春画というのは今日の話か
らもっともっと奥が深い世界であるということ
がよく分かります。本日は長時間、本当にあり
がとうございました。ロンドンオリンピックに、
あれほど日本の方がたくさんいらしたので、大
英博物館の早川さんの展覧会もぜひ、来年ご覧
いただければありがたいと存じます。
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る
と
は
少
し
も
思
つ
て
ゐ
な
い
の
は
明
か
だ
つ
た
。
彼
ら
は
そ
の
絵
を
、
見
る
価
値
の
あ
る
真

の
逸
品
と
し
て
私
に
見
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
大
変
大
切
に
保
管
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

(

『
江
戸
を
ん
な
の
春
画
本
』
ア
ン
ド
リ
ュ
ー･

ガ
ー
ス
ト
ル
、
平
凡
社
新
書)

(

三)

川
路
聖
謨(

一
八
〇
一
～
六
八)

の
『
浪
花
日
記
』

か
は
ぢ
と
し
あ
き
ら

幕
末
の
幕
臣
で
、
佐
渡
奉
行
・
奈
良
奉
行
・
大
坂
町
奉
行
・
勘

定

奉
行
・
海
岸
防
禦
御
用

掛

・
外
国

さ

ど

ぶ
ぎ
よ
う

な

ら

お
お
さ
か
ま
ち

か
ん
じ
よ
う

か
い
が
ん
ぼ
う
ぎ
よ

ご

よ
う
か
か
り

奉
行
な
ど
の
重
責
を
歴
任
し
、
特
に
開
国
を
迫
る
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
と
の
外
交
交
渉
に
お
い
て
前
面
に

立
つ
て
折
衝
に
あ
た
つ
た
当
時
屈
指
の
頭
脳
明
晰
な
武
士
で
あ
つ
た
。
し
か
も
清
廉
潔
白
な
人
格
の
持
ち

主
で
、
し
か
も
情
愛
深
く
ユ
ー
モ
ア
に
富
み
、
和
歌
に
も
造
詣
の
深
い
教
養
人
で
あ
つ
た
。
彼
が
清
廉
潔

白
な
こ
と
は
、
江
戸
開
城
の
翌
日
に
あ
た
る
一
八
六
八
年
三
月
十
五
日
、
切
腹
の
上
ピ
ス
ト
ル
で
自
害
し
、

*14	川
かわぢとしあきら

路聖謨 ,「浪
なに わ に つ き

花日記」,1851	年著 ,『川路聖謨文書』第六 ,p.95-6, 東京 , 日本史籍協会 ,1934 年刊
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本
史
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協
会,1934

か
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最
後
の
幕
臣
と
し
て

潔

く
幕
府
と
運
命
を
共
に
し
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。

い
さ
ぎ
よ

『
浪
花
日
記
』
の
中
に
、
武
士
と
春
画
に
つ
い
て
面
白
い
記
事
が
あ
る
。

(

一
八
五
一
年
九
月
二
日

曇
ま
た
雨)

御
城(

江
戸
城)

に
て
い
ろ
い
ろ
雑
談
し
て
ゐ
た
際
に
、
浅
野

あ

さ

の

氏
が
菱
川
師
宣
が
描
い
た
春
画
を
所
蔵
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
聞
い
て
、
人
々
が
借
り
た
。
村
田
翁

む

ら

た

も
貸
せ
と
い
ふ
の
で
貸
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
春
画
を
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
秘
か
に
二
階
へ
持
つ
て
上

が
り
、
ま
る
で
役
所
の
機
密
文
書
を
読
む
や
う
叮
嚀
に
じ
つ
く
り
と
見
た
と
い
ふ
。
そ
の
話
を
聞
い

て
、
人
々
は
大
笑
ひ
し
た
。

昔
あ
る
禅
宗
の
老
僧
が
、
若
い
女
に
抱
き
付
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
私
の
心
境
は
冬
山
の
枯
れ
木

の
や
う
な
も
の
な
の
で
、
ま
つ
た
く
閉
口
し
ま
す
と
言
つ
て
走
り
去
つ
た
と
語
つ
た
。
そ
の
話
を
聞

い
た
老
婆
が
、
こ
の
男
は
僧
侶
の
く
せ
に
嘘
偽
り
を
言
ふ
奴
だ
と
い
つ
て
追
ひ
出
し
た
と
い
ふ
。
こ

の
話
の
逆
で
、
村
田
翁
は
自
分
の
心
を
偽
ら
ず
、
た
い
へ
ん
清
く
真
つ
直
ぐ
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
。

お
前(

大
坂
に
ゐ
た
妻
さ
と)

は
ど
う
思
ふ
。
村
田
翁
は
た
い
へ
ん
真
面
目
な
男
で
八
十
四
歳
な
り
。*14

・

・

浅
野
氏
と
は
高
位
の
旗
本
浅
野
長
祚(

一
八
一
六
～
八
〇)

の
こ
と
で
、
書
画
の
蒐
集
家
で
あ
り
鑑
定
家

あ
さ
の
な
が
む
ら

と
し
て
著
名
で
あ
つ
た
。
村
田
翁
と
は
幕
府
の
各
種
の
役
職
を
務
め
た
旗
本
村
田
矩
勝(1767-1851

)

の

む

ら

た
の
り
か
つ

こ
と
で
、
当
時
八
十
五
歳
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
彼
は
聖
謨
に
と
つ
て
勘
定
吟
味
役
時
代
の
同
僚
で
、
そ

れ
以
来
そ
の
朴
訥
で
誠
実
な
人
柄
ゆ
ゑ
に
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
ひ
を
し
て
ゐ
た
間
柄
で
あ
つ
た
。
そ
ん

ぼ
く
と
つ

な
村
田
翁
が
菱
川
師
宣
の
春
画
を
家
に
借
り
て
帰
り
、
一
人
で
こ
つ
そ
り
と
し
み
じ
み
と
見
た
と
い
ふ
の

ひ
し
か
は
も
ろ
の
ぶ

で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
聖
謨
は
大
坂
に
ゐ
る
妻
さ
と
に
「
い
か
が
」
と
問
う
て
ゐ
る
。
こ
の
問
ひ
か
け
に
対

・

・

し
て
妻
さ
と
は
日
記
に
次
の
や
う
な
感
想
を
書
き
記
し
て
ゐ
る
。

・

・

村
田
翁
の
春
画
の
お
話
、
た
い
へ
ん
面
白
く
ま
た
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

(

「
川
路
佐
登
子
日
記
」
一
八
五
一
年
九
月
十
六
日)

『
江
戸
の
性
風
俗
』
氏
家
幹
人(

講
談
社
、
一
九
九
八
年)

う
じ
い
え
み
き

と

(

四)

中
野
三･

(

中
村
幸
彦
先
生
と
大
分
県
日
田
の
広
瀬
家
の
文
庫
整
理
の
折)

座
談
会

中
村
先
生
が
真
ん
中
に
ゐ
て
十
人
近
く
、
男
ば
か
り
で
す
よ
。
向
か
う
側
に
四
十
が
ら
み
の
お
か

み
さ
ん
が
座
つ
て
、
そ
の
お
か
み
さ
ん
が
代
々
持
ち
伝
へ
た
も
の
だ
と
い
つ
て
、
春
画
を
出
し
て
見

せ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
お
か
み
さ
ん
が
い
ち
い
ち
、
こ
れ
は
何
と
か
だ
、
こ
れ
は
何
と
か
で
と
い
つ

て
、
中
村
先
生
は
神
妙
な
顔
を
し
て
前
に
ち
よ
こ
ん
と
座
つ
て
ね(

笑)

。

(

『
文
学
』
季
刊
、
第
十
巻
第
三
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年)




